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記⼊⽇ ⻄暦 2020 年 12 ⽉ 11 ⽇（2020 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 岐⾩県⽴⼤垣特別⽀援学校 

実践番号 ２ 

タイトル 命を守る訓練・シェイクアウト訓練 

様々な被害を想定した避難訓練 

実践担当者のお名前 ⼭本隆史 

 

実践にかかった⾦額 ほぼ０円 

実践の準備にかかった時間 数⽇ 

実践活動を実施した⽇時 ⻄暦 2020 年６⽉〜⻄暦 2021 年 2 ⽉ ＊２⽉は予定 

実践の所要時間 命を守る訓練︓30 分×１回   

シェイクアウト訓練︓１０分×６回  合計９０分 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 4 ⼈ 

防災教育の対象者の属性 特別⽀援学校児童⽣徒・教職員 

防災教育の対象者の⼈数 約 380 ⼈ 

実践を⾏った都道府県と市区町村 岐⾩県⼤垣市 

実践を⾏った具体的な場所 岐⾩県⽴⼤垣特別⽀援学校 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

緊急地震速報受信機（訓練モードがあるもの） 

⾶散したガラスに⾒⽴てた卵パック等 

地域の防災⼠（清流の国ぎふ⼥性防災⼠会会⻑︓伊藤様） 

 

達成⽬標 ＜児童⽣徒＞ 

・避難場所と避難経路、整列の仕⽅を知る。 

・落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所を確認しながら安 

 全に避難する。 

＜職員＞ 

・基本の避難経路、⼿順を理解する。 

・児童⽣徒の実態に応じた安全な避難誘導が⾏えるようにする。 

・避難経路の状況を後続の職員に伝達し、情報共有しながら安全に避難 

 誘導する。 

・新型コロナウイルス感染症に対応した分散避難⽅法を確認する。 
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どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ ⼤いに 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

実践内容・⽅法 １．命を守る訓練 

・年３回（４⽉、９⽉、２⽉）実施することを計画したが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で計画を変更した。（９⽉、１２⽉、２⽉） 

  ＊１２⽉はシェイクアウト訓練に変更 

○第１回命を守る訓練（９⽉２⽇・１１⽇） 

 ・避難場所での密集を避けるため、２⽇に分けて実施した。 

 ・訓練前に事前学習を⾏い、学級ごとに避難時の注意点等を確認した。 

 ・地震発⽣時の避難⽅法（１次避難）と⽕災発⽣時の避難⽅法（２次

避難）を確認した。 

 

 

 

 

 

 

○第２回命を守る訓練（１２⽉１１⽇） ＊シェイクアウト訓練に変更 

 ・新型コロナウイルス感染症対策として、災害対策マニュアルに分散

避難を追加し、検証のために計画した。 

 ・避難場所 

⼩学部・中学部・事務部 ⾼等部・寄宿舎 

スクールバスゾーン グラウンド 

  ＊活動場所によっては近い⽅に避難する。 

  ＊⾬天時は体育館に避難する。 

 ・トランシーバーを使⽤し、安否確認や⾃主防災班（捜索・警備・救

護）の活動指⽰の連絡⽅法を確認する。 

 ・卵パックや⾷品トレーを廊下や階段、⾃動ドア前に散乱させ、地震

によるガラス⾶散や⾃動ドアが使⽤できないことを想定し、避難経

路の状況を伝達しながら避難する訓練を計画した。 
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 ・地域の防災⼠（清流の国ぎふ⼥性防災⼠会会⻑︓伊藤様）に訓練 

  に参加していただき、助⾔をいただく予定だった。訓練を中⽌した

ため、実施要項を⾒ていただき、助⾔をもらった。 

２．シェイクアウト訓練 

○毎⽉実施（６・７・１０・１１・１２・１⽉） 

 ＊命を守る訓練がある⽉は実施しない。 

○訓練の流れ 

 ・緊急地震速報（訓練モード）を流す。 

 ・児童⽣徒及び職員は安全な場所でシェイクアウトする。 

 ・地震⾳を流す。 

 ・児童⽣徒及び職員は地震⾳が収まるまでシェイクアウト姿勢を保持

する。 

 ・地震⾳が収まったら、落ちてくるものや倒れてくるもの、移動して

くるものはないか確認する。 

○⼯夫した点 

 ・７⽉、１１⽉、１２⽉は⾮告知で実施した。 

 ・家族との外出先等、学校以外の場所で地震が発⽣した場合にも対応

できるよう、緊急地震速報受信機（訓練モード）の警報⾳だけでな

く、エリアメールでの通知⾳等、様々な警報⾳を⽤いて訓練を実施

した。 

 ・安全な場所に避難できたか、危険な物は何かが分かるように、シェ

イクアウトしたまま事後指導を⾏った。 

得られた成果 
 

・地震や⽕災が発⽣した場合の避難⽅法が分かり、落ち着いて避難でき

るようになった。 

・緊急地震速報が発表された場合、素早くシェイクアウトすることがで

きるようになってきた。 

・地震が発⽣した場合、何が危険なのか、どこが危険なのかが分かって

きた。 

・新型コロナウイルス感染症に対応する避難⽅法をマニュアルに追加す

ることができた。 

 



（様式 12-1）最終報告書 

       (Ver.20181115) 

 
 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 かなり 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 少し 

課題・苦労・⼯夫 
 

・新型コロナウイルス感染症の影響で、計画していた訓練が実施できな

かったり、内容を変更せざるを得なかったりすることが度々あった。 

・岐⾩県では、年度内に数回地震があった。内陸型の地震の場合、緊急

地震速報よりも先に揺れがくることもあり、児童⽣徒が対応できなか

ったと保護者から教えていただいた。「緊急地震速報が鳴ったらシェ

イクアウトする訓練」しか実施しておらず、揺れたらシェイクアウト

することを⾝に付けるための⼯夫が必要だと感じた。 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 

関係者の名前・団体名 伊藤三枝⼦様（清流の国ぎふ ⼥性防災⼠会会⻑） 

関係者の説明 被災地でのボランティア経験が豊富な⽅で、学校や⾃治会を対象とし

た研修会や講座で講師を務められている。 

関係者の連絡先 jyoseibousai2017@yahoo.co.jp 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相⼿  

伝えたい内容  毎⽉実施するシェイクアウト訓練では、⽇を追うごとに児童⽣徒の動

きが格段に良くなってきました。知的障害や発達障害がある⼦どもた

ちにとって、繰り返し練習することの⼤切さを実感できる実践であっ

たと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 


